
※この事業は、東山区まちづくり支援事業の助成を受けて実施しています。

  

広告協賛

４TH Avenue　HINAYA KYOTO STYLE＋STAY　井尾商店　市川屋珈琲　

（株）一布や　（一財）ニッシャ印刷 文化振興財団　ウェスティン都ホテル京都

えびす屋　お茶茶のきもの　お料理はやし　（株）伊藤常　（株）岩井製菓　

（株）熊倉工務店　（株）公益社　（株）寿光　（株）高島屋　（株）東五六　

東哉　（株）長谷ホテルシステムズ　狩野商店　川上 御殿八ツ橋本舗 

祇園鳴海屋　京居酒屋 Sherry 　京都清水三年坂庵・京都たわら庵　

京都銀行東山支店　京都信用金庫東山支店　京都中央信用金庫東五条支店　

京都美術工芸大学　京和菓子 山もと　坂のホテル京都　澤村陶哉　

さんだ源栄堂　十六代権太夫　谷口淳一 　ハイアット リージエンシー京都　

はり清　晩 BOO　フォーシーズンズホテル京都　紅村窯　ホテルグランヴィア

京都　もんちゃん　柳桜園　やよい　（有）井原商店　（有）岡本織物店　

（有）京 和華 京都 東山茶寮（有）局屋立春　レンタルきもの岡本

参加協力

京陶器 ひの木　ギャラリーたなか　京陶器・竹内　クラフト工房 縁側

石川製陶所　陶磁器たきぐち　若杉屋　蘇嶐窯　木村寅之助商店　

ＭＯMOTTAINAI クラフトあまた　朝日堂 茶わん坂店 美器　マリーハウス　

祇をん小西　お食事処きよし　寿々　清福堂　吉田清栄堂　竹虎堂　

楽しいこもの おおはし　浅見武　和田花光山　ART 安木　café かねや　

清雅堂陶苑　半兵衛麩　一ツ家　若王子倶楽部 左右　創作陶房 平八　

ギャルリー石塀小路和田  キャメル　陶物師 三島　京焼ひらの

後援

京都府  京都市  京都市教育委員会  公益社団法人京都市観光協会 

京都商工会議所  古典の日推進委員会　清水寺　両足院　茶わん坂繁栄会　

茶道資料館　白沙村荘 橋本関雪記念館　朝日新聞社  京都新聞  産経新聞社  

日本経済新聞社　毎日新聞社  読売新聞社  NHK 京都放送局  KBS 京都  

一般財団法人京都陶磁器協会　京都陶磁器卸商業協同組合 京都陶磁器青年会  

京焼・東山文化を考える会  

         順不同

協力 文化庁地域文化創生本部

主催 五条坂 ・茶わん坂ネットワーク　

    www.gojo-chawanzaka.jp

お問合せ   陶点睛かわさき　075-561-4089

  企画協力　株式会社マックス
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継ぎ、繋ぎ、紡いできた 150 余名の作家展
メイン展覧会　わん碗 ONE 展 語り継ぐ　五条坂茶わん坂

4 5

ウェスティン都ホテル京都

11 月 1 日（木）－11 月 11 日（日）　9:00-18:00
会場　東五六　MAP D-2 　TEL  075-561-0056

京都やきもの week わん碗 ONE のメイン展示である
「わん碗 ONE 展」を今年も開催させていただく事となりました。

京都のやきものの特徴を一言で説明するのはとても難しいのですが、
この展覧会を一見いただきましたらそこに答えがございます。
多種多様、伝統と革新、洗練された雅な京のやきものをご堪能下さい。

是非ともご高覧賜ります様ご案内申し上げます。

11 月 5 日（月）18:00-20:00
会場　河井寛次郎記念館 MAP D-3　参加費　1,000 円
定員　30 名（定員になり次第締め切り）
申込先 FAX　075-746-6772　5chawan.network@gmail.com　
※お申込者名と参加人数とご連絡先をご記名の上お申し込みください。

昨年好評をいただきました。「語り継ぐ」シリーズの第 2 弾を開催
します。今回のゲストは代々五条坂で作陶を続けておられる
五代三浦竹泉さんと四代諏訪蘇山さんと九代高橋道八さん。

対話形式で過去から未来へと移り行く、五条坂について語り合っ
ていただきます。
司会進行は京都の工芸史がご専門
の京都女子大学准教授 前﨑信也
先生です。

夜の河井寛次郎記念館で、知られ
ざる五条坂の本当のすがたに
触れてみませんか。



伊吹　弘　懐古展
～昭和二十年春　五条坂南側街並散華の図～ 写真で語り継ぐ　五条坂茶わん坂
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11 月 1 日 ( 木 ) ー 11 月 3 日 ( 土 )
時間　10:00-17:00
場所　東山総合庁舎　1 階　展示ホール交流ロビー MAP C-2
入場料　無料

先の大戦以前までの五条坂は、現在の北側の舗道ぐらいの道幅で
両側にやきもの屋が並び活気ある街並みでした。しかし、終戦間
近に様々な意味合いで道路が拡幅される事となり、多くの陶器商
や窯元、陶芸家が僅かな代金で、強制的に撤去する「建物疎開」
で家屋を失いました。本展では疎開前の街並みだけでなく、警防
団がロープで家屋を引き倒し粉塵が舞う光景や引っ越しの荷造り
をする住民達などを克明に描き残された五条坂在住のインテリア
デザイナー 伊吹 弘氏の日本画の展覧会です。

今後も活気あるやきものの
街としてあり続けるために
ぜひ、７０年前の五条坂の
姿をご覧ください。

11 月 1 日（木）ー 11 月 11 日（日）
会場　ギャラリー六兵衛 MAP B-3  10:00-17:00　休館（土日祝）
　　　河井寛次郎記念館 MAP B-3  10:00-17:00　休館（月）
　　　清水家　 　　　 MAP B-2  10:00-17:00
　　　近藤悠三記念館　 MAP D-2  13:00-17:00

五条坂・茶わん坂はかつて多くの陶工が作陶し登り窯の煙突の煙
も風物詩となっておりました。
特に五条通は国道 1 号線となった現在は、北側と南側のかつての
交流は薄れ、陶祖神社である若宮八幡宮へとつながる渋谷通から
の門前通りもバイパスとフェンスで途切れたままになっておりま
す。往時の姿を写真で展示して、
ご来場者の皆様に懐かしんでいた
だきたく、本展を開催いたします。

※写真は五条バイパス開通前の五条坂です

三年坂から徒歩 30 秒！！京都初のコンドミニアム型施設で、家族 ・ グループ旅行をもっと楽しく

京都清水 三年坂庵 / 京都東山区 2 丁目 257-5　www.3nenzaka-an.com

京都 たわら庵 / 京都市中京区富小路二条下ル俵屋町 190 番地　www.tawara-an.com

宿泊のご予約 ・ 京都清水三年坂庵　京都たわら庵　070-4819-7988(9 時～ 18 時 )公式アカウントも是非ご覧ください。

皇族の国璽 ( 印鑑 ) 職人の工房であった特別な京町家。天井高 7ｍの吹抜空間で贅沢にくつろぐ



次代を担う若者達の作品展
 
陶校同友会　講演会・パネルディスカッション
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11 月 2 日 ( 金 ) ～ 11 日 ( 日 )　10:00-18:00　休館日 8 日（木）
会場　京都陶磁器会館　MAP C-2　
連絡先：京都陶磁器会館　TEL 075-541-1102

京都の８学校の学生による作品展。約 100 点の作品を出展し、販
売を行います。（非売品含む）
※一般来場者の皆様による投票で最優秀賞並びに優秀賞を決定いたします。

関連イベント
「表彰式」エンディングセレモニー    ※詳細は 30 ページ参照  
11 月 11 日 ( 日 )KIYOMIZU 京都東山で表彰式を行います。 

11 月 7 日（水） 13:30-16:00
会場　府立陶工高等技術専門校 MAP C-3　

①基調講演  13:30-14:15
テーマ 新・文化庁がめざすもの ～文化庁の京都移転の意義～
講　師　松坂　浩史氏　文化庁地域文化創生本部事務局長

②パネルディスカッション　14:30-16:00
テーマ  生活文化と伝統産業との融合 ～新文化産業の創造～　　
パネリスト　 　
近藤　髙弘氏　陶芸家・美術家
髙橋　義弘氏　㈱瓢亭代表取締役社長
西阪　專慶氏　専慶流十七世家元
コーディネーター　
宗田　好史氏　京都府立大学副学長
　　　　　　

参加学校
・京都市立芸術大学
・京都市産業技術研究所陶磁器研修
・嵯峨美術大学
・京都精華大学
・京都造形芸術大学
・京都伝統工芸大学校
・京都美術工芸大学
・京都府立陶工高等技術専門校

賞金
・京都府知事賞　　　　　　　 1 名　賞金 3 万円
・京都市長賞 　　　 1 名　賞金 3 万円
・京都陶磁器協会賞 　　　 1 名　賞金 3 万円
・京都陶磁器卸商業協同組合賞  1 名　    　金一封

一般来場者による投票
・最優秀賞　　　　　　　　　1 名　 賞金 1 万円
    副賞  五条坂・茶わん坂ネットワーク賞　金一封
・優秀賞　　　　　　　　　　 9 名　賞金 1 万円



わん碗 ONE 湛庵茶会 開睛子供大茶会・茶道部茶碗展 
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11 月 3 日（土）10:00-15:00
会場　京都国立博物館 茶室「堪庵 （たんあん）」　MAP C-4
※茶会当日は、正面入り口並びに東大路通に面した博物館通用門からもお越しいただ
けます

お茶券： 1,000 円 ( 前売り )　※数量限定で当日券もご用意しております
前売り券含め先着 150 名まで（お菓子が無くなり次第終了）
申込方法：「名前」「住所」「電話番号」「FAX 番号」「枚数」
を明記の上、下記まで FAX にてお申込ください。
FAX 075-746-6772（五条坂茶わん坂ネットワーク事務局）

京焼を代表する地元五条坂・茶わん坂の窯元
と陶芸家に茶碗を出品いただき、
薄茶一服差し上げます。

※堪庵は昭和 33 年 (1958) に京都国立博物館に寄贈された、
江戸時代初期京都における公家文化の伝統を受け継いだ数
寄屋造りの建物です。
協力：柳桜園、御菓子司 山もと

11 月 3 日（土） 10:00-12:00　 
1 席目 10:00-　2 席目 10:30-　3 席目 11:00-　4 席目 11:30-　
会場　東山開睛館第二教育施設 ( 六原学舎 ) 　 MAP B-2
お茶券 : 300 円（120 名）
お茶券販売 : 東山開睛館 担当 ( 稲葉先生 )　壺屋いかい MAP B-2

問合せ : 陶点睛かわさき　075-561-4089
※当日券も数量限定でご用意しております。　※椅子席も若干数ございます。
※お待ちいただく場合がありますのでお時間にゆとりをもってご来場ください。

東山開睛館第二教育施設 ( 六原学舎 ) の茶室『立志の間』にて、
卒業生や地域在住の陶芸家達が寄贈した抹茶碗と菓子皿を使って
同校の茶道部の児童生徒がお茶会を開催いたします。
加えて茶道部員たちがそれぞれに想い、絵付した抹茶碗を焼き上
げ展示会も開催いたします。
地域の歴史と伝統を学んでいる子供たちの発表会です。皆様ご期
待ください。

また、東山開睛館の前身である 2 中学校５小学校からは京都を代
表する多くの陶工が卒業しており、その方々より寄贈された陶磁
器が多数所蔵されています。
今回の茶会では所蔵品の中から河井寛次郎氏の流描鉢と、藤平伸
氏の辰砂花瓶と、加藤渓山氏の
青瓷香炉を茶室へお借りします。

協力：柳桜園、祇園 鳴海屋
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京都市東山区祇園石段下南入る西側

　　　電話　075-561-2391
     　　　 075-561-7638

　　　FAX　 075-525-2205
 http://www.gion7638.com



ヤキモノ女子力展 ～Colorful～ うつわ男子展
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10 月 31 日 ( 水 )-11 月 6 日 ( 火 )10:00-20:00( 最終日は 17:00 閉場 )
会場　  髙島屋京都店 6 階 特選和食器サロン MAP A-1
 TEL 075-221-8811( 売場代表 )
問合せ　浅井   sarasvati.331@gmail.com
　　　　Facebook ページ「ヤキモノ女子力」
五条坂・茶わん坂に縁がある者をはじめ、京都で作陶する女性の
陶芸家・窯元による展覧会。
7 名が作り出す多彩なヤキモノをご高覧下さいませ。

出品作家
小川多佳子 ( 文齋窯 )
小泉康子 ( 光石 )
清水幹子
林侑子 ( 紅村窯 )
藤原芙由美
八木幸子 ( ははみや )
山川智子 ( 東哉 )

11 月 23 日 ( 金 )-30 日 ( 金 )　17:30 ～ 21:00
会場　 音羽山 清水寺 経堂  MAP D-2 　特別拝観料が必要です
問合せ　中村譲司 contact@george-nakamura.com
　　　　Facebook ページ「うつわ男子」
作品で見せる従来の展示とは一線を画し、作家にクローズアップ
する事をテーマとしているうつわ男子。今年は昨年末台湾で開催
された展覧会にて、画家・山本勇気さんにライブペイントで描い
ていただいた作家のポートレートを、作品と共に展示いたします。
会場は昨年に引き続き清水寺の経堂。秋の京都と共に、普段はそ
れぞれのフィールドで活動している
10 人の「ひと」と「うつわ」を是非
お楽しみ下さい。

出品作家： 猪飼祐一・井上路久・河井亮輝
川尻潤・高木竜太・竹村陽太郎　谷口良孝
中村譲司・森里龍生・山内駿
作画　山本勇気（株式会社 OVER ALLs）



清水保孝 古希記念展 近藤家の酒器展

祇園下河原清井町（八坂神社南楼門を南へ100m）

電話 0120-005-841

家傳 ちりめん山椒

フォーシーズンズホテル京都

〒605-0932 京都市東山区妙法院前側町445-3
TEL.075-541-8288   fourseasons.com/jp/kyoto
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11 月 1 日 ( 木 )-11 日 ( 日 )　10:00-17:00
会場　清水家 MAP B-2
TEL 075-561-3933
http://www.shimizuke.net/
※同時開催
―写真で語り継ぐ― 五条坂茶わん坂

　　　  河井寛次郎記念館 小陳列「酒器のいろいろ」展
11 月 1 日 ( 木 )-11 月 30 日 ( 金 )
会場　河井寛次郎記念館　MAP B-3
休館　毎月曜日 10:00-17:00( 入場受付 16：30 まで )
入場料 900 円（高・大学生500円小・中学生300円）

TEL 075-561-3585　
http://www.kanjiro.jp
※同時開催
―写真で語り継ぐ― 五条坂茶わん坂

11 月 1 日 ( 木 )-11 日 ( 日 )　11:00-18:00　
会場　近藤悠三記念館　KONDO　Museum　MAP D-2
休館　水曜日
展覧会期間中は入場料：無料

・館内の柳水 Bar カウンターでは
　酒器展にあわせて　日本酒をお楽しみいただけます。

（日本酒５種類＋乾き物３種類 　3,000 円～）

※同時開催―写真で語り継ぐ― 五条坂茶わん坂



五条坂京焼登り窯（旧藤平）開催イベント　　　 MAP C-2
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共催　東山区役所　　
会場　五条坂京焼登り窯（旧藤平）
京焼・清水焼き 目利きプロジェクト　
京焼カフェ＆登り窯ツアー
11 月 10 日（土）-11 月 11 日（日）10:00-18:00
会場：五条坂京焼登り窯（旧藤平）

問合せ
京焼・清水焼き 目利き プロジェクト（京都造形芸術大学）
京都造形芸術大学プロジェクトセンター
kyoyakipj@gmail.com　
TEL 075-791-8763
 

京焼・清水焼きは多彩で様々な技法、表現があります。それらを
解りやすく伝える事で、京焼・清水焼きの良さを知ってもらう為
のプロジェクトです。京都造形芸術大学の学生達が、東山区内の
職人さんと協力しながらすすめています。
 
京焼カフェ
職人さんが作った京焼を使って、お茶や抹茶・和菓子などを楽し
める、2 日間限定のカフェを営業します。

登り窯ツアー（無料・予約不要）
京都最大級の登り窯をめぐりながら、京焼の歴史や窯の特徴を学
べるツアーを開催します。

京焼を学べる展示
学生が職人さん、販売店さんをインタビューして得られた、京焼
の魅力を展示します。

藤平陶芸「登り窯のかたわらで」花展
11 月 10 日（土） 11 日（日）10:00-16:00

長い間眠っている窯のかたわらで、花を活けて往時をしのびたい
と思います。
窯のそばに転がっている当時の花生や窯に入れる予定だった素焼
きの花器等に花を入れてみようと思います。
久々に窯が元気になる事と思います。
問合せ　藤平陶芸 075-561-3979

新企画！　まちの工房カフェ
宝塚の焙煎工房「みさご珈琲」と、わん碗 one のコラボレーション。
陶芸作家のコーヒーカップを選び、コーヒーを飲んでいただきま
す。また話題の炭酸コーヒー、「玄武」もご用意。
さらに、コーヒー焙煎の奥深さを感じて頂ける、「手網焙煎ワーク
ショップ＆コーヒーなんでも講座」も開催。

カフェ 11 月 4（日）10:00-17:00
 コーヒー「わんわんブレンド」400 円
 炭酸コーヒー「玄武」500 円

手網焙煎ワークショップ＋コーヒーなんでも講座 
参加費 1000 円  限定 6 名さま 事前予約可
① 11:00-　　②13;00- ③15;00- 
所要時間　約 2 時間
予約 電話 090-3895-6118 
 kawajiri-jun@mui.biglobe.ne.jp  　担当　川尻 潤

 

〒605-0862　京都市東山区清水 4-200

TEL 075-561-0061　FAX 075-561-0075

ht tp ://www.saka-hote l . com/



京阪清水五条駅東に徒歩 1分

ご予約・お問い合わせは

075－561－3978

京居酒屋Ｓｈｅｒｒｙ

詳しくは Web で！　

「六根清浄」京焼今展 2018　 創立６０周年記念 京都伝統陶芸家協会展 
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開催日時：2018 年 11 月 9 日～11 日
会場　両足院（建仁寺山内）MAP B-1
開場時間：10:00～17:00

（入場は 16:30 まで）
料金 :600 円（拝観料として）

■展覧会趣旨
　京・焼・今・展は、“いま” という時代を象徴するやきものを探求し、“こ
れから” を創造していく場です。京都のやきものには、その時々の “いま”
を精一杯追求することで、時代を代表するやきものをうみだしてきた歴史
があります。本展では、その伝統を受け継ぎ、出品作家それぞれが今まで培っ
てきた個の力を活かしつつも、「京都のやきもの」という枠組みで結集し協
働することで、やきものの未来を切り開いていきたいと考えています。
　第６回目を迎える今回は、「六根清浄」をテーマに取り組みました。
　六根とは仏教における「眼」「耳」「鼻」「舌」「身」「意」のことです。そ
れぞれ「色」「声」「香」「味」「触」「法」に繋がっています。現代社会の人
の営みは、あまりにも眼と意（心）に依存しています。あたかも心だけが
主人公で、五感はたまに刺激として楽しもうという認識が蔓延しています。
　そこから脱却し、今一度、六根がすべて開かれ、外部とのつながりが滞
りなく流れ続けている状態、すなわち「六根清浄」を本展のテーマに据え
ます。陶芸家六人が植物に携わる六人（六根）と交わっていく中で、どの
ように芽を伸ばしていけるのか取り組みます。

■出品者構成
香　かのうたかお（陶芸家）× 片桐功敦（華道家）
音　谷口晋也（陶芸家）× 中根行宏（造園家）
意　山内駿（陶芸家）× 田中孝幸（フラワーアーティスト）　
身　吉村敏治（陶芸家）× 川崎仁美（盆栽研究家）
視　中村譲二（陶芸家）× 吉岡更紗（染織家）
味　小川宣之（陶芸家）× 西村勉（仏料理 MAVO シェフ）

主催：五条坂・茶わん坂ネットワーク、両足院
問い合わせ先：info@modernkyotoceramic.com
Facebook ページ： www.facebook.com/modernkyotoceramic

開催日程　2018.10.20 （土）- 11.11 （日）
時間 10:00 - 17:00　最終受付 16:30
会場 白沙村荘　橋本関節記念館
 〒606-8406　京都市左京区浄土寺石橋町 37

京都伝統陶芸家協会の会員 13 名と二凌会会員 5 名による展覧会
を開催致します。
合わせて　白沙村荘秋季展と致しまして、大正期に橋本関雪と京
焼の作家が合作した白沙村荘収蔵品の一部展示も行います。
出展者
京都伝統陶芸家協会会員
三浦竹泉　赤沢露石　浅見五郎助　井上春峰　小川長樂　叶松谷 
澤村陶哉　杉田祥平　諏訪蘇山　高木岩華　高橋道八　松林豊斎
宮川香齊
二凌会会員
小川裕嗣　叶具夫　杉田真貴　三浦實登里　宮川真一
主催 京都伝統陶芸家協会　　公益財団法人　橋本関雪記念館

十六代権太夫
じ ゅ う ろ く だ い ご ん だ ゆ う

うどん ・ そば

TEL (075)-525-2005
京都市東山区東大路五条上ル
遊行前町 559
無休　平日       11:00 - 16:00(LO) 
　　　土日祝   11:00 - 17:00(LO)　



カフェしゅうどう 鍾馗祭り
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11 月 1 日（木）-9 日（金）
9:30-15:30（木曜日は 12:30 まで）休み ３日（土・祝）４日（日）
会場　東山総合支援学校内　カフェしゅうどう　MAP C-3
連絡先　東山総合支援学校　075-561-3373０

東山総合支援学校は、地域の産業の一つである陶芸の授業に取り
組んでいます。
陶芸を通じて地域の方々を含めたたくさんの人と出会うことで、
生徒たちは深い学びを進めています。授業の中では、学校内で生
徒が運営する『カフェしゅうどう』で使用するコーヒーカップも
制作しています。
今年度も生徒たちの制作したコーヒーカップに地域の方々や地元
の作家さんに施釉や絵付けを依頼し、コラボレーション作品を作
りました。店内でのコラボレーション作品の展示とそのカップで
コーヒーを飲んでいただけます。
スタンプラリーのスタンプ設置店にもなっていますので、是非ご
来店ください。
　

11 月 10 日（土）13:00-15:00
連絡先：まか通Ⅻ　- 近代産業遺産アート再生プロジェクト -
E-mail：maka2pro@gmail.com
京都造形芸術大学プロジェクトセンター
TEL：075-791-8763
鍾馗さんは多くの家の屋根から私たちを見守ってくれています。
鍾馗祭（しょうきまつり）は、私たちを厄から守ってくれている
鍾馗さんに、感謝の気持ちを捧げる祭りです。
町内を練り歩き、家の軒先に飾られている鍾馗さんの御祓いをす
る「巡行舞」や、若宮八幡宮での「奉納舞」を行います。

13:00：鍾馗祭開催
 　　　 若宮八幡宮内にある鍾馗神社前にて神事を執り行います。
13:30：町内を練り歩く「巡行舞」を行います。
14:30：若宮八幡宮内にて「奉納舞」を行います。
15:00：鍾馗祭終了。
※状況によりそれぞれの開始時刻は
前後する可能性があります

【鍾馗祭クラウドファンディング】
多くの方々に鍾馗祭の背景や想いを知っていただき、また継続的
な運営をつくっていくために、鍾馗祭のクラウドファンディング
にて支援を募っています。
鍾馗祭の内容についても記載していますので、どうぞご覧くださ
い！ご支援もお待ちしています。新しい祭り、一緒に盛り上げて
いきましょう！

http://www.helture.jp/project/s/project_id/45

京都市東山区山崎町385

クラージュ五条坂１F

TEL 075-561-8731

FAX075-561-8732

〒602-0841
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〒605-0846  京都市東山区五条橋東 6 小梅５４６－８

TEL 075-532-1320
www.okamoto-kimono.com



イタリアン・ライフスタイル   by TAITÙ MILANO
明治 150 年記念  五条坂に残る磁器人形
～遺品が語る、時代・世相と物流～
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開場　京都伝統工芸館　１階　小展示室
〒604-8172 京都府京都市中京区 烏丸通三条上る場之町６０６
会期　11 月２日 ( 金 )-９日 ( 金 )（７日水曜日のみ休館）
10:00-18:00（入場は１７:３０まで）
主催　TAITÙ MILANO
後援　イタリア文化会館 - 大阪・イタリア東洋学協会
協力　学校法人二本松学院・京都伝統工芸館

およそ 60 年間にわたり TAITÙ Milano は「色・美・自由」を主軸
として高級食器ブランドのトップを占めてきました。当社の優れ
たデザイン、コンセプト、素材は、豪華なイタリアン・ライフス
タイルの代名詞です。また TAITÙ は熟練技術者の手わざを常に高
く信頼するブランドです。京都伝統工芸館での展示会、「わん・碗・
ONE」への参加は大変光栄なことです。今後の日本・イタリアの
技術交流促進を願っております。

Italian Lifestyle
For almost 60 years, TAITÙ Milano, characterised by 3 core values: COLOUR, 
BEAUTY, FREEDOM,  has been a luxury brand, with a top market positioning in 
the homeware sector. Thanks to the Italian design, the innovative concepts and 
the use of the most precious materials, the brand TAITÙ Milano is synonymous 
with excellence and luxury Italian lifestyle all over the world.
TAITÙ has always distinguished itself by its high craftsmanship in the design and 
in the manufacture, entrusted to master artisans, able to represent colours, decors 
and shapes on the finest materials and with very accurate details. 
TAITU Milano is therefore honoured to perform the exhibition at the Gallery of 
Kyoto Traditional Arts and Crafts and to take part at the initiative “Wan, Wan, 
One” , organised by the ceramics producing community in Kyoto for the 
vitalization of the local ceramic industry.

11 月 1 日（木）～ 11 日（日）　10:00-18:00
会場　陶点睛かわさき　2 階ギャラリー　　MAP B-2
問合わせ 075-561-4089

明治後期ころから、この五条坂近辺で、磁器人形・錦人形と呼ばれる
小さな焼き物が、たくさん作られました。民芸玩具として、あるいは
京都観光のお土産として、清水寺の門前でも販売されていました。兵
隊さんや招き猫など、その多くが当時の時代、信仰、風潮を反映して
います。
当家に残されていた 200 以上の磁器人形を、立命館大学の木立雅朗研
究室が調査、研究した成果を、選りすぐりの人形の展示と共に発表い
たします。

講演会
京都そして瀬戸でつくられた･･･！？　五条坂の磁器人形
～陶磁器の流通拠点としての五条坂～
 
京都で生産が始まりましたが、後年には瀬戸など、他の産地の商品も
流入したようです。展示品の解説に加え、生産地だけではない、流通
拠点としての五条坂を検証・解説します。
 
11 月 9 日（金）　18:00-19:00　
講師　立命館大学教授　木立雅朗
会場　陶点睛かわさき  2 階ギャラリー＆座敷　
要申込　 toutensei@gmail.com  075-561-4089　　

体験 ～器の魅力を体感しよう！！～
京焼・清水焼の器で一服のお抹茶、コーヒーを

いろいろな抹茶碗、コーヒーカップの中から、お気に入りを選んで下
さいね～  京町家で楽しむ格別の一服を。
・お抹茶 500 円（松籟園・菓子付）
・コーヒー、エスプレッソ 400 円 ( 菓子付 )　
11 月 1 日（木）-11 月 11 日（日）11:00-17:00 　当日受付 OK　

現代美術工芸

 京都市東山区今熊野南日吉町52

TEL&FAX　075-561-8288

有限会社井尾商店

祝   京都やきものweekわん碗ONE 開催

扇子司

株式会社 伊藤常 清水店 

http://www.itotsune.co.jp





展覧会・企画 展覧会・企画

www.tohgoro.co.jp

京都市東山区八坂新地富永町 134 明日香ビル 3F
TEL 075-531-4086

4th  Avenue
Bar
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竹虎堂株式会社　MAP B-2　
特売コーナー設置
10:00-18:00　　不定休 TEL 075-561-2751

田村莱山 　MAP B-3
京焼・清水焼の現代作家による割烹食器を中心に販売いたしてお
ります。主な展示作家：村田眞人・木村宜正・谷村崇・宮田真幸・
小坂大毅・野口風太・市岡和憲
9:30-18:00 TEL 075-561-2626
 
和田花光山 ( 和田学 )  MAP B-2
ウインドウギャラリー
TEL:075-531-4006
イベント期間中に新作の展示を行います。また、一部オープンギャ
ラリーにて販売もいたします。ぜひお越し下さい。

藤平陶芸　MAP C-2
京焼清水焼の逸品を展示いたしております。
 11 月 1 日（木）-11 月 11 日（日） 10:00-17:00
陶芸体験
絵付（湯呑 1900 円　抹茶碗 2500 円マグカップ 2500 円 送料別途）
手びねり ( 湯呑 3900 円　抹茶碗 4400 円 送料別途）
事前予約　TEL 075-561-3979

京都陶磁器会館　MAP C-2
１F ギャラリー
上野敬子陶展 - 小さな花のために -　11 月 2 日 -11 月 14 日
京焼で彩るクリスマスコーディネート展　11 月 16 日 -11 月 21 日
第 60 回色絵陶芸展　11 月 23 日 -11 月 28 日
２F ギャラリー
第 61 回京陶人形展　11 月 16 日 -11 月 21 日
10:00-8:00　TEL:075-551-1758

若王子倶楽部左右　
「茶の世界」Part Ⅱ
作り手のそれぞれの世界観でお茶を表現します。
11 月 1 日 -11 月 12 日　（火曜水曜休み）11:00-18:00
TEL　075-708-2086

祇をん　小西　MAP B-1
松田百合子　陶展
11 月 3 日 - 11 月 11 日　13:00-19:00　TEL　075-561-1213

ひの木 　MAP C-2
吉井史郎　作陶
土にこだわり、釉薬にこだわり、自分だけの世界を造り出す　吉
井史郎の世界をお楽しみください。
11 月 1 日 -12 月 2 日　月曜休み　9:00-16:00 　TEL　551-0802

澤村陶哉工房　MAP D-2
次代を継ぐ
澤村陶哉と弟子たちの作品を展示しています。
11 月 1 日 -12 月 2 日　9:00-18:00

壺屋いかい　MAP B-2
壺屋喜兵衛オリジナルの染付や色絵・絵付けの作品から、灰釉、青
瓷、鉄釉などの釉薬物まで、秋の食卓を彩る器をそろえております。
11 月 1 日 -11 月 11 日　10:00-17:00　TEL　075－561－3908



ご案内・展示・企画 展示・企画

〒605-0875
京都府京都市東山区鐘鋳町 396-2

電話 : 075-748-1354

清水五条店
TEL 075-551-2088
営業時間11:30～14:00(L.O.13:30)
   17:00～22:00(L.O.21:30)
定休日　木曜日 ※祝前日は営業

京都市東山区五条橋東大谷前
北入遊行前町 558 番地
TEL(075)-533-0444

東大路五条南西角/地産マンション1F 

TEL075-541-1564 

営業時間　13︓00－24︓00
(LO23︓30)

定休日月曜日（祝日営業）

澤村陶哉工房

京都市東山区清水1丁目287

TEL 075-561-3415

 
紅村窯

茶わん坂

京都市東山区五条橋東 6 丁目 541

TEL/FAX075-561-6404   http://kouson.com
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オープンギャラリー　MAP C-2
11月1日(木)-11月11日(日)　10:00-17:00(最終日は16:00まで)
昔、五条坂の登り窯に沢山の陶工が集い技を競う！
今、新しい世代のモノづくりが独自の作品を魅せる！
今年もオープンギャラリーに個性的な作品を展示、販売します。
是非ともお立ち寄り下さいますようにお願い申し上げます。
※インフォメーションセンター
スタンプラリーの景品 ( 特製鍾馗さん陶板 ) 交換所
※ガイドブック裏表紙に掲載の、スタンプラリー参加店舗でスタ
ンプを 7 個集めると先着で特製ミニ鍾馗さんをプレゼント！
※窯元、作家、各店舗、施設のご案内のほかに各種チラシやパン
フレットもご用意しておりますのでお気軽にお立ち寄りください。
問合せ：森里龍生　 TEL 075-561-4089

朝日堂　茶わん坂店　美器 MAP D-2 
本村亘　陶展　11 月 1 日 -11 月 15 日　9：00－18：00 
本村亘さんは綾部市で灯油窯・薪窯を使い作陶されています。本
村さんが自然から作り出す器を多数展示いたします。ぜひご来場
ください。　TEL 075-551-1670

ギャルリー石塀小路 和田 　MAP C-1
今井裕之展　金石造形展 　11 月 22 日 -12 月 1 日
12:00-18:00　最終日のみ 17:00 水曜休　TEL 075-531-4511

清雅堂陶苑　MAP D-2
KYO-MONO is COOL! プロジェクトおちょこ展
京都の伝統産業の青年会で立ち上げたこのプロジェクトは、おちょ
こを通じて「京もの」の素晴らしさを配信しています。
9:00-18:00　TEL 075-561-2772

吉田清栄堂　MAP D-2
いっぷくのちゃわん展
11 月 1 日 -11 月 11 日　 9:00-17:00 　TEL 075-551-0001

山田東哉 MAP D-2
東哉の写し（うつし）11 月 1 日 -11 月 11 日 　10:00-17:00
[ 写し・うつし」が京焼の中で現在も重要な要素である事は昔と何ら変
る事はありません。以下も作られている東哉の写しを展示いたします。
TEL 075-561-4135

山路を登りながら



エンディングセレモニー ごあいさつ

当会のアドバイザーであり
京都造形芸術大学・大学院客員教授の
中ノ堂一信氏の著作「京焼　伝統と革新」
が淡交社より出版されました
第一章で京都のやきものの歴史を述べ、
第二章で江戸時代後期から現代までの
伝統的な陶工・作家を紹介します。
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表彰式
11 月 11 日 ( 日）18:30-19:00
会場　 KIYOMIZU 京都東山 MAP D-2 
問合せ　陶点睛かわさき　075-561-4089 表彰式　会場：東山区
11 月 11 日 ( 日）18:30-19:00
会場：東山総合庁舎
時代を担う学生たちの作品展の各賞受賞者を発表し表彰いたしま
す。受賞者に作陶のエピソード等を伺いながら作品の紹介をいた
だきます。

エンディングパーティ　　 
11 月 11 日 ( 日） 19:30-21:00
参加費　一般　4,000 円、学生　1,000 円 （当日拝受）
参加者・関係者とご協力を賜りました方々とで親睦を深め、11 日
間の最終日を締めくくるエンディングパーティを開催します。
一般の皆様もご出席いただけますので多数のご参加をお待ちして
おります。

◎正会員
　浅井興二
　井尾幸司
　猪飼祐一
　井原道夫
　河合徳夫
　河﨑尚志
　川尻　潤
　清水六兵衞
　近藤髙弘

紅葉の美しい秋の京都で、今年も「京都やきもの week わん碗
ONE」を開催させて頂く運びとなりました。五条坂・茶わん坂の
地域だけではなく、京都市内一円の会場にスケールアップしなが
らもひとつひとつの企画の質の充実を図ることを念頭に準備を整
えて参りました。
この地ならではの様々なやきものに触れていただく事で、京都の
やきものの幅広さと、奥の深さを感じていただければと思います。
洗練された技術の粋を集めた京焼・清水焼は、色や形、技法も様々
で、それが他産地にはない特長でもあります。
それらを自身の目で選び、使い楽しむ事が、日々の生活の中で「心
を豊にする」という事につながっていくと思います。
ご協賛、ご後援を賜りました皆様方のご支援ご指導を心より感謝
申し上げます。

林　秀行
前田弥生
三浦竹泉
宮川香齊
森里龍生
八木　明
山田東哉
湯浅聡士

◎協力会員
浅井睦子
井上路久
清水愛子
中村譲司
林　侑子
宮川真一
山内　駿
吉田瑞希

鷺　珠江
澤村陶哉
清水保孝
杉田祥平
末広直道
諏訪蘇山
谷口寛和
田村莱山
林　克行

五条坂茶わん坂ネットワーク会員一覧

KIYOMIZU 京都東山     京都市東山区清水4丁目166番 
ご予約お問合せ 075-275-3368 藤平伸 記念館  MAP C-3

2018 年 10 月 2 日にオープンした「藤平伸 記念館」は五条坂を拠点
に活動した陶芸家、藤平伸の住まい兼アトリエを公開したものです。
古い油問屋の蔵を移築した吹抜けのアトリエには大
正時代のステンドグラスが入り、蒐集したアンティー
クの調度品が彩りを添えています。陶芸のみならず
絵画や書などにも幅を広げ、陶の詩人とも評される
藤平伸の独特の世界にぜひお越しください。尚、見
学にあたっては事前のご予約をお願いしております。
詳細は藤平三穂のホームページ
http://www.fujihiramiho.com/ をご覧ください。
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